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報告日：令和７年７月４日 

名 称 令和７年度 社会教育委員会議（第１回） 

日 時 令和７年６月２０日（金） １４時００分～１５時３０分 

場 所 市民情報センター ５階 マルチメディアホール 

出席者 委員１４名（別紙名簿のとおり） 

事務局５名（中村教育長、佐藤教育次長、中村課長、湯澤係長、向井主任主事） 

説明者１名（田仲学校再編推進室長） 

 

内容及び 

結果等 

 

 

 

 

１．開会（司会進行：中村課長） 

 

２．委嘱状交付 

 

３．あいさつ 

・中村教育長 

 

４．委員及び職員紹介  資料１に沿って自己紹介。 

 

５．事務局説明 

 

（１）社会教育委員の役割について  資料２により説明。 

 

（２）社会教育委員の各団体への出向について  資料３により説明。 

 

（３）学校再編計画の進捗状況について（学校再編推進室）  資料４により説明。 

 

（４）全国社会教育委員連合助成事業について  資料５により説明。 

 

６．正副委員長選出  資料６ 

委員の互選により、委員長１名・副委員長２名を選出した。 

（委員長）山本和子委員 （副委員長）斎藤陽子委員、兼目千恵子委員 

 

７．審議及び報告事項 

 

（１）社会教育関係団体への補助金交付について 

資料７、７－１、７－２により説明。委員からの質問・意見なし。 

 

（２）社会教育における現状と課題の収集について 

資料８により説明。委員から下記のとおり意見があった。 

 

（山本委員長） 

 社会教育委員には、提言をするという大きな役割がある。自主事業は活発にしているが、社

会教育とはどういうものか考える時間が少なかったような気もする。委員から、例えば去年公
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民館でやってることが見えてこない、やってるところはちょっと偏ってるよねという意見があ

り、事務局からの発表の仕方も変わってきた。こんなことが聞きたい、こんなふうに動かして

いったらどうだろうというような意見はあるか。 

 

（竹澤委員） 

 公民館事業など、何でその講座を知ったか。チラシ、友達や仲の良い人に聞いた、SNS で知

ったなど。どのメディアがアピール力があるのか把握して前に出して、アピール力がないもの

は違う方向に持っていくのもよい。 

 

（上澤委員） 

 どんな時間帯が参加しやすいか？ 年代ごと、地域ごとに知りたい。 

 

（山本委員長） 

 参加率の地域差を知りたい。 

 

（斎藤副委員長） 

 学んだことを何に生かしたか、他に何を学びたいか、どんな希望があるか、公民館事業に参

加したことがあるか聞きたい。どれくらいの参加率なのか。 社会教育委員には提言するとい

う役割があるが、しばらく行っていない。 

 いくつかの講座は参加人数が少ない。何がよくないのか、内容や時間帯とかを知って、誰で

も参加できるようなものを提言していくことが必要。２年かけても提言していくとよい。 

 

 

（３）社会教育委員の自主事業について 

資料９により説明。今年度も「かぬまかるた大会」を実施することとなった。 

（社会教育委員会議終了後に打合せを実施した） 

 

 

（４）他団体出向委員の活動報告（該当委員から） 

（山本委員長）３月の会議以降の活動について、各委員から報告があれば。 

 

（竹澤委員：古澤育英会評議員） 

 書面会議だけだったので報告事項なし。 

 

（斎藤副委員長：社会福祉協議会評議員） 

 事業報告があった。年３回会議があり、後は１２月と３月に予定されている。 

 

（上澤委員：南部地区会館運営委員会委員） 

 ５月２９日に総会があった。人権のことをもっとよく知ろうという意見が出た。今後勉強会

をやるかも知れない。 

 

（兼目副委員長：自然体験交流センター運営委員） 
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 職員が頑張っていろいろ案を考えている。参加者も多くなっている。学校で人数が多いとこ

ろは宿泊日が分かれてしまい、ちょっとかわいそうだが、仕方ないことかと思う。会議に行く

たびによい情報を得られている。 

 

（吉井委員：人権啓発推進市民会議委員・人権施策推進審議会） 

 委員から「日本の人権レベルが先進国の中で一番低い。裁判するとき、他国では費用が公費

で出る。日本の場合、警察や政府と争うとき、自分のお金で戦う。お金がないと訴えることが

できない。そういう差別を含めて、日本の人権レベルが低い。ランキング 40 位とかになってい

る」という意見が出た。しかしそれは１５年位前の資料での話だったので、最近の統計資料を

職員が調べている。１０月末に南部地区会館で開催する「ウェルフェア in かぬま」でパネル展

示をしようと、資料を探している。国際的には日本はレベルが低い、そういうことを日本人は

知らず、日本は優れていると思っている。知らないで差別をしている。昨日、東小で「人権の

花プレゼント」をやった。人権の話を子どもにしたが、目を輝かせて聞いている。本来は大人

を対象に話すことも必要。 

 

（山本委員長：公益財団法人かぬま文化・スポーツ振興財団評議員） 

 コロナの後、利用者・参加者・観覧者が多くなった。40 周年の大きなイベントがあり盛況だ

った。文化・スポーツに関しては、鹿沼も凄く動きがある。スポーツ施設は新築・改築で新し

くなっているところが多いようで、安心した。 

 

 

（５）その他 

 

（山本委員長） 

 ６月１２日、栃木県の姉妹州であるインディアナ州のビンセンス大学の学生が５人、石川小

に来校して交流した。アメリカでは技術系の教科がないので、家庭科・美術・体育、工作・習

字をやった。給食当番や掃除も一緒にやった。なぜ大学生が小学校に関心を持ったのか。「小さ

な学校」という映画があり、それが世界中で有名になっている。日本の学校はこのように子ど

も達に自己ＰＲさせながら育てているのだなと、日本の教育体系が絶賛されていて、学校を体

験したいと希望があった。ケーブルテレビでこの様子が放送される。 

 

８．その他（委員から） 

 

■学校再編について 

（福田委員）粕尾小学校校長 

 学校再編について。学校教育の範囲がとても広くなってしまい、今まで各地域で行われてき

た行事や公民館の活動などが、ひとつの学校にたくさん入ってくることになる。だからといっ

て、どうしてほしいという結論はないが。 

 私が以前ふれあい学習課にいたとき、県北で「いくつかの学校が１つになって困っているこ

とは何ですか」と聞いたところ、「地域の人はあれをやりたいこれをやりたいとたくさん持って

いるけれど、学校は１つになってしまった。遠くからやってきている子ども達に、こういうの

があるから行きなさいとは言えない。バスもない。学校はどうやってそれを成就していったら
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いいか分からない」と。 

 自分も校長になり、実際その立場になったとき、今はあと３年間頑張ろうと思っているけれ

ども、この後学校が１つになり、その中には公民館がまだいくつもあって事業がたくさんあっ

たり、安全協会や子供会育成会で何かやっていくとか、家庭教育学級が１つになってしまうの

か、そういうことが起こると思う。そのとき、「学校教育の範囲でないものはすべて社会教育」

と習っているので、社会教育として子どもの育成とどう関わっていくかというのは、すごく大

切な問題だと思う。だからといってこうした方がいいという案はないが、やはりそれは委員の

方々も知っていただいたほうがいい。子ども達は変わらないが体制が変わってしまう。そうな

ったとき、１つになった学校に「全部頑張れ」と言われても、それはとてもできない。公民館

活動やコミュニティセンターの機能をどうしていくのかということも、生涯学習課のほうで全

部というのは難しいと思うので、委員の皆さんにも意見をいただいていくのがよいと思う。 

 

（上澤委員） 

 １０年くらい前、西大芦の中学校、小学校が合併でなくなった。地区の公民館事業はある

が、子ども達が出られるのは日曜日くらい、それも小学校の高学年になると部活もあったりす

る。学校再編の会議の際、「学校は教育委員会が子どもの幸せだけを考えてやればよい、後のこ

とは行政がやるべきだ」とずっと言ってきた。 

 地区から子ども達が消える。ふれあい農園でサツマイモの植え付けと芋掘りをやって、直売

所で焼き芋をあげるよ、と西小全体にお知らせしてきたが、地区の子が数人来るくらい。それ

でも、子ども達の顔が見られなくなってしまうのでなるべくやっている。公民館単位でやるの

は難しくなる。 

 最初の頃、西小から東大芦公民館の事業に参加してもらう際、西小の子は自治会費を払って

いないので、負担金を払ってもらった。学校が遠くなっているのに、わざわざこちらの公民館

事業をやらせようというのは難しいと思う。何かいい方法があれば。 

 

（福田委員） 

 「学校でやってくれ」と言われても、できないことはたくさんあると思う。粕尾の駐在所に

大きな七夕飾りがあり、ライダーに「毎年楽しみにしている」という人がいると聞いた。そこ

で、暑いところだが７月１日にみんなで飾り付けをして、駐在所に飾ってもらおうねと話し、

子ども達も楽しみに準備した。それには KLV や安全協会の方も協力してくれた。では、粕尾小

学校がなくなったときこれができるかと言えば、きっとできないだろう。そうなったときどこ

でやるのかというと、やはりそれはコミュニティセンターや公民館、育成会、子ども会など方

法はいろいろあると思うが、なくなってしまってからだともうどうにもならないだろう。 

 

（上澤委員） 

 青少年育成市民会議は、子ども達がいなくなったらいらないということではなく、ずっと続

けてやっている。七夕もやったが、来る人は少なかった。どうしてもこっち（市中心寄り）が

中心になってしまうのは仕方ないと思う。あとは地域の住民の力だと思う。 

 

（吉井委員） 

 統廃合は、いろいろな審議をしてやり方を決めて進めている。地域にとってみると、先生が

迷っては一番困るなと思う。教育委員会でこうと決めたら、学校の先生は迷わないで地域に向
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かい合ってほしい。地域の人はいろいろ心配で勝手なことを言うが、先生はぶれないでほし

い。他の市町村の教育現場で、合併してうまくいったところを見ると、先生がぶれないところ

は成功している。それが、地域の人が学校の先生を信頼することにつながる。学校再編はスム

ーズにいってほしい。教育委員会、教育長をはじめ先生がしっかり盛り立ててやってほしい。

我々はそれに協力しようと思うので、よろしくお願いする。 

 

（中村課長） 

 学校再編に関しては本当にいろいろな課題がある。市長からも、再編担当だけでなく市長部

局も含め市役所全体で考えなければならない課題だと言われている。生涯学習課も含めて取り

組んでいきたい。 

 

（中村教育長） 

 これから学校再編を進める中で、細かいことや大事なことがたくさん出てくると思う。心配

なことを全部出していただいて、それをみんなで考えながら一つ一つどうしていくか議論して

進めていくことが大事。市全体で取り組む課題。皆さんも疑問に思うことを全部出していただ

いて、子ども達・学校・先生方・地元にとって一番よりよい方向を考えていきたい。 

 

９．閉会 

 

配布資料 次第、資料１～９ 

次回予定 １１月の開催を予定 

記録者 生涯学習係 湯澤伸夫 

鹿沼市審議会等の会議の公開に関する要綱第 2 条に基づく審議会等の公開状況 

（該当する審議会等以外の会議・打合せ等については記入不要） 

公開・非公開の別 公 開 ・ 非公開 （公開の場合）傍聴人数 ０人 

 



社会教育委員　会議出欠簿　Ｒ７第１回（６／２０）14:00～

番号 氏名 氏名（読み） 出欠 備考 【役職】／所属団体等

1 福田　勝彦 ふくだ　かつひこ 出 小中学校長会（粕尾小）※団体中のR7割当校

2 廣瀨　雅一 ひろせ　まさかず 欠 ＰＴＡ連絡協議会（南摩小）※団体中のR7割当校

3 佐藤　和也 さとう　かずや 出 子ども会連合会会長

4 山本　和子 やまもと　かずこ 出
国際理解教育（グローバルグループ）代
表

5 兼目　千恵子 けんもく　ちえこ 出 かぬまマイ・カレッジ　事務局長

6 吉井　和夫 よしい　かずお 出 同和教育推進南部地区連絡会議　会長

7 谷中　恵子 やなか　けいこ 欠 地域学校協働活動

8 斎藤　陽子 さいとう　ようこ 出 放課後子どもプラン推進事業団体　代表

9 秋山　房子 あきやま　ふさこ 出 家庭教育オピニオンリーダー

10 大出　忠央 おおいで　ただお 出 子育て支援活動（プロジェクト宙）

11 島金　敬行 しまがね　のりゆき 出 東大芦地区公民館利用代表者

12 丸山　阿子 まるやま　あこ 出 南摩地区公民館利用代表者

13 筧　茂子 かけひ　しげこ 出 粕尾地区公民館利用代表者

14 竹澤　靖 たけざわ　やすし 出 板荷地区公民館利用代表者

15 上澤　邦子 うえさわ　くにこ 出 公募

16 藤沼　清美 ふじぬま　きよみ 欠 公募

17 阿部　明美 あべ　あけみ 出 公募



令和７年度 第１回 社会教育委員会議 次第 
 
                       と き：令和７年６月２０日（金）１４：００～ 

                       ところ：市民情報センター５階 マルチメディアホール 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委嘱状交付 

 

 

３ あいさつ 

 

  ・鹿沼市教育委員会  教育長  中村 仁 

 

 

４ 委員及び職員紹介  資料１  

 

 

５ 事務局説明 

 

 （１）社会教育委員の役割について 資料２  

 

  （２）社会教育委員の各団体への出向について 資料３  

 

 （３）学校再編計画の進捗状況について （学校再編推進室）  資料４  

 

  （４）全国社会教育委員連合助成事業について  資料５  

 

 

６ 正副委員長選出  資料６  

 

 

７ 審議及び報告事項 

 

 （１）社会教育関係団体への補助金交付について  資料７  

 

  （２）社会教育における現状と課題の収集について  資料８  

 

  （３）社会教育委員の自主事業について  資料９  

 

  （４）他団体出向委員の活動報告（該当委員から） 

 

 （５）その他 

 

 

８ その他 

 

 

９ 閉  会 



資料１

任期　２年間（令和７年度～８年度） （敬称略）

番号 氏　　　　名 所属・役職 新規／継続 備　考

1 福田　勝彦 小中学校長会（粕尾小） 新規

2 廣瀨　雅一 ＰＴＡ連絡協議会（南摩小） 新規 毎年交代

3 佐藤　和也 子ども会連合会会長 継続

4 山本　和子
国際理解教育（グローバルグ

ループ）代表 継続

5 兼目　千恵子
かぬまマイ・カレッジ

事務局長 継続

6 吉井　和夫
同和教育推進南部地区連絡会議

会長 継続

7 谷中　恵子 地域学校協働活動 継続

8 斎藤　陽子
放課後子どもプラン推進事業団

体　代表 継続

9 秋山　房子 家庭教育オピニオンリーダー 新規

10 大出　忠央
子育て支援活動

（プロジェクト宙） 継続

11 島金　敬行 東大芦地区公民館利用代表者 新規

12 丸山　阿子 南摩地区公民館利用代表者 新規

13 筧　茂子 粕尾地区公民館利用代表者 新規

14 竹澤　靖 板荷地区公民館利用代表者 継続

15 上澤　邦子 公募 継続

16 藤沼　清美 公募 継続

17 阿部　明美 公募 新規

鹿沼市社会教育委員　名簿



鹿沼市教育委員会（事務局）　担当者等名簿

番号 役職 氏名 備考

1 教育長 中村　仁

2 教育次長 佐藤　靖 新任

3 生涯学習課長 中村　陽子

4 生涯学習係長 湯澤　伸夫

5 生涯学習係 名塚　優香 新任

6 生涯学習係 向井　真央 新任

7 生涯学習係 池田　昂志 新任

8 生涯学習係 髙木　誠 社会教育指導員

9 生涯学習係 香川　潤子 新任 社会教育指導員

10 生涯学習係 荒井　訓子 生涯学習指導員

11 生涯学習係 宇賀神　信子 生涯学習指導員

12 生涯学習係 岩渕　久子



 

 

社会教育委員の役割について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇社会教育法（抜粋） 

（社会教育委員の設置） 

第十五条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。 

２ 社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。 

   

（社会教育委員の職務） 

第十七条 社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。 

一 社会教育に関する諸計画を立案すること。 

二 定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べる

こと。 

三 前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。 

２ 社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることがで

きる。 

３ 市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関

する特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言

と指導を与えることができる。 

〇鹿沼市社会教育委員条例（抜粋） 

（設置） 

第１条 社会教育法（昭和 24年法律第 207号。以下「法」という。）第 15条の規定に基

づき、本市に社会教育委員（以下「委員」という。）を置く。 

 

（委嘱の基準） 

第２条 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者

並びに知識経験のある者のうちから教育委員会が委嘱する。 

 

（定数） 

第３条 委員の定数は、20人以内とする。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠による委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員長及び副委員長は、委員のうちから互選する。 

資料２ 



 

 

鹿沼市における社会教育委員の活動について 
 

 

○社会教育委員について 

 

委嘱の根拠…社会教育法および鹿沼市教育委員会条例に基づいて委嘱される委員。 

委員の任期…2年間。今期は、令和 7年 4月 1日～令和 9年 3 月 31日。 

委員の定数…20名以内 

委員の構成…地区公民館を利用する者や団体をはじめ、社会教育関係の子育てグルー

プ、地域学校協働活動、学校長会、市Ｐ連、市子連、などからの推薦等のメンバー、

および公募に応じた方。 

 

仕事の内容…①社会教育に関する諸計画を立案する 

      ②社会教育に関する調査や研究 

      ③社会教育関係団体の補助金の審議 など 

 

 

○社会教育委員の会議等スケジュール 

 

・定例会議 …基本的に年間 3回。 

例年、1回目を 6月、2回目を 11月、3回目を 3月に開催することが多いですが、状

況により変わります。 

 

・勉強会 …上記②に関する勉強会で、テーマによって内容や開催回数も変わります。 

令和６年度は、社会教育委員の自主事業として小学生対象の「かぬまかるた大会」を

開催するため、その準備として実施しました。 

 

・研修会 …栃木県社会教育委員協議会研修会（例年 10～11月頃）、その他 

 

定例会議および研修会への参加については、市より報酬をお支払いします。（公務の

一環として参加される方を除きます） 

 



組織・役職
令和６年度
担当委員

令和７年度
担当委員

任期 備考

社会福祉協議会
評議員

斎藤　陽子 斎藤　陽子
４年間
R7.6～
R11.6

（事務局）社会福祉協議会

自然体験
交流センター
運営委員

兼目　千恵子 兼目　千恵子
２年間
R7.4.1～
R9.3.31

（事務局）自然体験交流セン
ター

人権啓発推進
市民会議
委員

（別組織
から参加）
吉井　和夫

吉井　和夫
２年間
R7.4.1～
R9.3.31

人権施策
推進審議会

（別組織
から参加）
吉井　和夫

吉井　和夫
２年間
R7.4.1～
R9.3.31

南部地区会館
運営委員会

委員
上澤　邦子 上澤　邦子

２年間
R6.4.1～
R8.3.31

（事務局）人権・男女共同参
画課

教育委員会
評価委員

山本　和子 山本　和子
２年間
R7.6.1～
R9.5.31

（事務局）教育総務課

公益財団法人かぬ
ま文化・スポーツ

振興財団
評議員

山本　和子 山本　和子
４年間
R6.6.7～
R10.6月

委員長が出向
（事務局）文化課

古澤育英会
評議員

竹澤　靖 竹澤　靖
４年間

R5.5.12～
R9.5

（事務局）教育総務課

　社会教育委員には、さまざまな団体から委員等として参加の要請があります。現在の出向
状況は下表のとおりです。（敬称略）
　以前は６月の会議にて該当年度の出向者の決定を行っていました。しかし、それより早く
決定しなければならないケースがあることから、令和６年４月２４日の臨時会議にて、「３
月の会議にて翌年度分の割当を決定する」と定められました。

南部地区連絡会議会長として
参加している委員が出向（２
委員の兼務可）
（事務局）人権・男女共同参
画課

社会教育委員の各団体への出向について 資料３



▼県　社会教育委員協議会関係　（事務局）県　生涯学習課

役職
令和６年度
担当委員

令和７年度
担当委員

任期 備考

評議員
（市委員長）
山本　和子

（市委員長）
１年度

令和６年４月２４日の臨時会
議において、市の委員長が出
向することと決定。令和７年
度第１回会議にて委員長を互
選で決定。

理事
１年度
×２回

上都賀地区から１名。評議員
と兼ねてもよい。２年毎に鹿
沼市と日光市でローテーショ
ン。令和６年度・７年度は日
光市から。

監事 １年度
県北地区からローテーション
で１名。令和６年度は那須、
７年度は河内から。



 

鹿沼市立小中学校再編計画の進捗状況について 

「前期実施プラン」の小中学校別の再編方針について（R7.5 現在） 

 

本市では、教育環境の充実により、教育の質の向上を図ることを目的に、令和６年１１月

に、「鹿沼市立小中学校再編計画」を策定しております。 

再編計画の実施により、学校数は、小学校２４校、中学校１０校の計３４校から、小学校

１３校、中学校６校、義務教育学校１校の計２０校とする方針です。 

調査・検討中となっていた南摩・板荷地区において、再編方針や統合年度等の方針が決定

しました。 

※南摩・板荷地区の再編方針や統合年度等の方針について、赤字で表記しています。 

 

No 地区名 学校名 学校規模 目指す再編方針 年度 

１ 東大芦 

加蘇 

西小学校 

加園小学校 

適正規模 

小規模 

西小学校の校舎を活用し、西小学校、加園

小学校の統合を推進します。 

統合年度 

Ｒ９ 

２ 鹿沼 

加蘇 

南摩 

西中学校 

加蘇中学校 

南摩中学校 

適正規模 

小規模 

小規模 

西中学校の校舎を活用し、西中学校、加蘇

中学校、南摩中学校の統合を推進します。 

※南摩中学校はＲ９末閉校とします。 

統合年度 

Ｒ９ 

３ 粟野 

清洲 

 

永野 

粕尾 

粟野小学校 

清洲第１小学校 

清洲第２小学校 

永野小学校 

粕尾小学校 

小規模 

小規模 

小規模 

小規模 

小規模 

粟野小学校の校舎を活用し、粟野小学校、

清洲第１小学校、清洲第２小学校、永野小

学校、粕尾小学校の統合を推進します。 
統合年度 

Ｒ１０ 

４ 南摩 南摩小学校 

上南摩小学校 

小規模 

小規模 

南摩中学校の校舎を活用し、南摩小学校、

上南摩小学校の統合を推進します。 

統合年度 

Ｒ１０ 

５ 菊沢 

板荷 

菊沢西小学校 

板荷小学校 

適正規模 

小規模 

菊沢西小学校の校舎を活用し、菊沢西小学

校、板荷小学校の統合を推進します。 

統合年度 

Ｒ１０ 

６ 菊沢 

板荷 

北中学校 

板荷中学校 

適正規模 

小規模 

北中学校の校舎を活用し、北中学校、板荷

中学校の統合を推進します。 

統合年度 

Ｒ１０ 

７ 南押原 南押原小学校 

楡木小学校 

(みなみ小学校の一部) 

南押原中学校 

小規模 

小規模 

適正規模 

適正規模 

既存校舎を活用し、南押原小学校、楡木小 

学校、みなみ小学校（南上野町）を統合し、

南押原中学校との小中一貫教育の実施を

推進します。 

目標年度 

Ｒ１１ 

８ 北犬飼 石川小学校 

津田小学校 

池ノ森小学校 

(さつきが丘小学校の一部) 

北犬飼中学校 

適正規模 

適正規模 

小規模 

適正規模 

適正規模 

校舎を新築し、石川小学校、津田小学校、

池ノ森小学校、さつきが丘小学校（茂呂）

を統合し、北犬飼中学校との義務教育学校

の新設を推進します。 

目標年度 

Ｒ１４ 
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No 
学校名 

前期 後期 

６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度～１５年度 

１ 
西小学校 

加園小学校 

説明会 

合意形成 

  

統合校 
スタート 

 校舎整備 

２ 

西中学校 

加蘇中学校 

南摩中学校 

説明会 

合意形成 

  
統合校 
スタート 

   

３ 

粟野小学校 

清洲第１小学校 

清洲第２小学校 

永野小学校 

粕尾小学校 

説明会 

合意形成 

 

  
統合校 
スタート 

  

４ 
南摩小学校 

上南摩小学校 

  
  

統合校 

スタート 
  

５ 
菊沢西小学校 

板荷小学校 

    統合校 

スタート 
  

６ 
北中学校 
板荷中学校 

    統合校 

スタート 
  

７ 

南押原小学校 

楡木小学校 

(みなみ小学校) 

南押原中学校 

説明会 

合意形成  

  
小中一貫教育 
スタート 

 

８ 

石川小学校 

津田小学校 

池ノ森小学校 

(さつきが丘小学校) 

北犬飼中学校 

説明会 

合意形成    
義務教育学校 
スタート 

校舎整備 

鹿沼市立小中学校再編計画（前期実施プランの実施スケジュール） 

 

開校準備会（２年間） 

開校準備会（２年間） 

開校準備会（３年間） 

開校準備会（３年間） 
地区検討会 

 再編方針の決定 
 

地区検討会 
 再編方針の決定 
 

開校準備会（３年間） 

地区検討会 
 再編方針の決定 
 

開校準備会（３年間） 

地区検討会 
 

開校準備会（３年間見込） 

地区検討会 
 

開校準備会（６年間見込） 

令和７年５月現在 



令和７(2025)年度（第 17回）助成事業 募集のご案内 

令和７年５月１４日 

一般社団法人全国社会教育委員連合 

 

（一社）全国社会教育委員連合では、平成 21(2009)年度より全国各地の社会教育活動の

活性化をねらいとして、地域社会の課題等に対する調査・研究・活動のための事業に対す

る助成をしています。 

令和７年度は以下のとおり募集いたしますので、ぜひ、御応募ください。 

 

１ 助成の対象 

次のいずれかの者が行う社会教育に関する調査・研究・活動で、年度内に終了する事業 

① 都道府県・政令指定都市及び市町村単位の社会教育委員又は会議 

② 都道府県単位又は政令指定都市合同の社会教育委員連絡協議会 

③ 社会教育に関する自主的な団体、グループ等 

 

２ 助成金額 

１事業（団体）５万円を上限 

 

３ 助成団体数 

２団体程度を予定 

 

４ 応募の手続 

取り組まれる調査・研究・活動の具体的な内容を様式（別紙）に記入して申し込んでく

ださい。必要に応じて事業概要（案）など補足資料を添付してください。 

なお、審査に必要な資料の追加提出を求めることがありますので、御承知おきくださ

い。 

 

５ 応募締切日 

令和７年７月３０日（水） 

 

６ 決定及び通知 

審査会で審査の上決定し、結果については応募された団体全てに通知します。 

 

７ 助成団体への依頼 

・事業報告を機関紙『社教情報』に掲載するため、原稿（２ページ分・2200 字程度）を

執筆していただきます。 

・事業終了後、速やかに助成事業決算報告書を提出していただきます。 

 

８ 申込及び問合せ先 

〒101－0065 

東京都千代田区西神田３－１－６ 日本弘道会ビル７階 

一般社団法人全国社会教育委員連合  担当：稲葉・鳥越 

電 話：０３―６３８０―８５４０ E-mail：shakyoren@shakyoren.or.jp 

資料５全国社会教育委員連合からのお知らせです。社会教育委員以外の団体も申請可能です。



別紙

団体等名

代表者名

名　　称

代表者名

所 在 地

電話番号

氏　　名

所　　属

職　　名

電話番号

E-mail

地域の概要

団体の概要
（主な活動・事業等）

※詳細が分かるものがあれば
右欄に記入の上、別紙で添付

連絡責任者

〒

記

一般社団法人全国社会教育委員連合

　　会長　鈴　木　眞　理　殿

　令和７年度（第17回）助成事業について、下記のとおり申請いたします。

令和７年　　月　　日

令和７年度（第17回）　助成事業　申請書

申請団体・機関



事 業 名

目　　的

日　　時

場　　所

参加対象

人　　数

事業内容

※事業実施要項(案)等、事業
内容が分かる資料を別紙で添
付してください。

円

助成費の用途

（助成費の使途予定、それに
よってどのような効果や成果
が得られると考えているかを
簡単に記述してください。）

    助成金の申請額

※行政等からの委託事業、社会教育関係団体補助金等他の機関・団体等からの収入
が予定されている場合にはその旨明記してください。

助成を申請する
事業の概要

そ の 他



 資料６  

 

正副委員長選出 
 

 

・委員の互選により、委員長１名、副委員長２名を決定します。 

 （任期：令和９年３月３１日まで） 

 

 

 

 

委員長            

 

 

副委員長           

 

 

副委員長           
 

 



 資料７  

 

社会教育関係団体への補助金交付について 
 

・令和７年度は、鹿沼市ＰＴＡ連絡協議会から補助金の交付申請がありました。この

ことについて、意見を伺います。 

・鹿沼市子ども会連合会には、令和７年度から、社会教育関係団体補助金とは別の補

助を行うこととなりました。今回は令和６年度分の報告のみとなります。 

 

 ①鹿沼市子ども会連合会 （令和 6年度会員数）7,179人 資料 7-1  

 （会長）佐藤和也  （住所）文化橋町 1982－18（市生涯学習課） 

 ②鹿沼市ＰＴＡ連絡協議会 （令和 7年度会員数）5,712人 資料 7-2  

 （会長）鈴木正士  （住所）樅山町 297（北押原中学校） 

 

 

№ 団体の名称 

令和 7年度 

予算額 

          円 

令和 7年度 

補助金 

申請額 

          円 

令和 6年度 

決算額 

円 

令和 6年度 

補助金 

交付済額 

円 

令和 6年度 

決算に占 

める補助 

金の割合 

① 
鹿沼市子ども会 

連合会 
  2,540,933 194,000 7.6% 

② 
鹿沼市ＰＴＡ 

連絡協議会 
903,567 100,000 791,757 100,000 12.6% 

社会教育法（抜粋） 

 

（審議会等への諮問） 

第十三条 国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合

には、あらかじめ、国にあつては文部科学大臣が審議会等（国家行政組織法（昭和二十三

年法律第百二十号）第八条に規定する機関をいう。第五十一条第三項において同じ。）で政

令で定めるものの、地方公共団体にあつては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育

委員が置かれていない場合には、条例で定めるところにより社会教育に係る補助金の交付

に関する事項を調査審議する審議会その他の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければ

ならない。 





































 資料８  

 

社会教育における現状と課題の収集について 
 

市では、生涯学習課および各地区公民館の実施事業について、その計

画・実績・課題に関する情報を集約し、社会教育行政および社会教育委

員の会議資料等に活用してきました。 

今後、市主催以外の社会教育活動（民間の取り組み）についても集約

が必要であるとの意見を受け、アンケート調査を検討しています。 

 

■社会教育の定義（文部科学省ホームページより） 

学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び

成人に対して行われる組織的な教育活動を指します。 

 

■アンケートでは、各団体の社会教育活動の実績や課題等を聞くことを

予定していますが、アンケートの設問に反映させるため、社会教育委員

としてどのような情報を収集したいか、収集した情報をどう役立てたい

か、会議でどう扱っていくか、ご意見を伺います。 

 

 



 資料９  

 

社会教育委員の自主事業について 

 

・鹿沼市社会教育委員の会が自主的な活動として実施しているものです。 

・平成２８年からは、子どもたちに鹿沼の昔ばなしを知ってもらったり、

家族で話してもらったりするきっかけ作りのため、小学生を対象に「か

ぬまかるた大会」を実施してきました。（別紙資料参照） 

・令和７年度の自主事業実施の有無や内容についてご協議ください。 

・実施する場合は、会議終了後に打合せ（自主勉強会）を行います。 

 



 

第７回かぬまかるた大会 開催報告書 

行事名 第７回 かぬまかるた大会 

開催日時 令和７年１月１９日(日) 午後 1 時 30 分～午後 4 時 

開催場所 菊沢コミュニティセンター 多目的室（防災ホール） 

主催 鹿沼市社会教育委員の会 

協賛 上都賀農業協同組合様（賞品提供） 

行事の 

趣旨・概要 

鹿沼の子どもたちに鹿沼の昔ばなしを知ってもらったり、家族で話し

てもらったりするきっかけ作りとして、小学生を対象に開催。 

参加料 無料 

参加者数 

・個人戦の部 ５４人（低学年２３人・中学年１６人・高学年１５人） 

・団体戦の部 ５１人・１７チーム（低学年６・中学年５・高学年６） 

※個人・団体の両方への参加が可能（実人数７３人） 

・見学者（保護者等）約８０人 

賞状・賞品等 

・各部門の上位３人・３チームに賞状と賞品を授与 

 賞品：イチゴ（上都賀農業協同組合様提供） 

・参加賞 ①鉛筆・消しゴムのセット 

②ボールペンまたはクリアファイル（どちらか） 

その他 ・下野新聞・鹿沼ケーブルテレビの取材あり 

 

【第７回かぬまかるた大会 報道関係】 

 

■下野新聞 

令和７年１月２１日（火） 掲載 

 

■鹿沼ケーブルテレビ 「かぬまトピックス」で放送 

 令和７年２月４日（火）から一週間・１日７回 

 ①６：０３～  ②１０：０３～ ③１２：０３～ ④１５：０３～ 

⑤１７：０３～ ⑥１９：０３～ ⑦２２：０３～ 

 



 

 

かぬまかるた大会 開催履歴 

  開催日 会場 個人戦 団体戦 

第１回 平成 28 年 10 月 30 日 市民情報センター 17 人 
12 チーム 

36 人 

第２回 平成 29 年 11 月 26 日 市民情報センター 15 人 
13 チーム 

39 人 

第３回 平成 30 年 11 月 25 日 市民情報センター 27 人 
15 チーム 

45 人 

第４回 令和 2 年 1 月 26 日 菊沢コミュニティセンター 31 人 
11 チーム 

33 人 

第５回 令和 5 年 1 月 22 日 北犬飼コミュニティセンター 14 人 
6 チーム 

18 人 

第６回 令和 6 年 1 月 21 日 市民情報センター 40 人 
10 チーム 

30 人 

第７回 令和 7 年 1 月 19 日 菊沢コミュニティセンター 54 人 
17 チーム 

51 人 

 

※個人戦・団体戦、両方への参加が可能 

※令和２・３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

 





 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申込先・問い合わせ先          
鹿沼市文化橋町 1982-18 市民情報センター４階 

鹿沼市教育委員会事務局 生涯学習課内 

   鹿沼市社会教育委員の会 事務局 

TEL：６３－３４９８ FAX：６３－８３２５ 
 

      ●裏面の申込書に記入のうえ、生涯学習課へ直接またはＦＡＸで提出 

      ●下のコードまたはホームページから直接入力  どちらでもＯＫです！ 

         ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

開 催 日：令和７年1月１９日（日） 

13:30～16:00（受付13:00～） 

開催場所：菊沢コミュニティセンター 

     （鹿沼市御成橋町2丁目2197-1） 

参加対象：市内在住・在学の小学生 

     個人参加または団体３名１組の参加 

申込方法：下記のＱＲコードから入力するか、 

裏面の参加申込書に記入して生涯学 

習課へ提出してください。 

申込み締め切りは、１２月２５日（水）です。 

参加費は無料です。 

１～３位に賞品、全員に参加賞があります。 

昔から伝わるかるた。鹿

沼市内にもたくさんのか

るたがあります。     

鹿沼の子どもたちに鹿

沼の昔ばなしを知っても

らったり、家族で話しても

らったりするきっかけ作

りとして、「かぬまかるた」

を使った「かぬまかるた大

会」を開催します。 

【主催】 

鹿沼市社会教育委員の会 

【協賛】 

上都賀農業協同組合（ＪＡかみつが） 

【部門】個人戦と団体戦があります。 

・低学年の部 １年生～２年生 

・中学年の部 ３年生～４年生 

・高学年の部 ５年生～６年生 

・当日、発熱があったり体調がすぐれない場合は、参加を見合わせてください。 

・インフルエンザ等の感染拡大状況により、開催内容を変更、または中止する場合があります。 

鹿沼市ホームページ 

（ ht tp : / / www.c i ty.kanu ma. to ch ig i . j p /   ）から 

 かぬまかるた大会  で検索！ 

 申し込みフォームから必要事項を入力し、送信してください。 

申込方法 

（絵）菊沢東小学校６年 岡健太さんの作品「かぬまかるた大会」 

鹿沼市子ども会連合会絵画展「わたしの鹿沼じまん」銀賞受賞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ※下の申込書は市・生涯学習課へ提出してください。 

        ――――――――――――――――――――――――――― 

第７回かぬまかるた大会 参加申込書 
①個人参加の方 

参加者
ふ り

氏名
が な

  学校名      小  年 

保護者氏名  
当日連絡先 
（携帯電話） 

 

※緊急の連絡をする場合がありますので、携帯電話の番号をご記入ください。 

②団体（チーム）参加の方 

チーム名  

参加者
ふ り

氏名
が な

  学校名      小  年 

参加者
ふ り

氏名
が な

  学校名      小  年 

参加者
ふ り

氏名
が な

  学校名      小  年 

保護者氏名 
（代表1名） 

 
当日連絡先 
（携帯電話） 

 
 

練習用カルタ貸し出し中！ ご希望の方は 

生涯学習課（0289-63-3498）まで！ 


